
「しんかい2000」潜航記録一覧表 〔 篳８回しんかいシンポジウム報告書掲載
分以降一平成５年７月まで。　　　　

〕

肌練・テストを除く。

通算

噌航
噌 航
年 月 日

潜 航 地 点
最六
水深
潜航観察者 所 属 冶 航 目 的

650
34°43､50' N
I芻゜35､00’E

19部ｍ 池雇 巨彦
海中懸濁4勿形状・密度の鉛直
分布の観測・研究

651 IL月18 日 1951m 纃澤 巨彦
駁河トラフの海底地形と醜れ
構造の研究

652 11月19 日 1964m 満澤 巨彦
雌河トラフの海底地形と流れ
構造の研究

卵3 Ｈ月20 回 l膕8m 高橋 一昭
海洋科学技繭
セ ン タ ー

再染源に対する分皿化力を持つ

徼生物の掻取のための皀滬・黻
分屏物質の回皿

郎4 Ｕ月23日 1215m 高木 磴弘
海洋科俘技術
セ ン タ ー

冷水町出域の微生物採皿及びそ
の現屬環境の観察・宿主生物の
耳皿と研文

6SS 11月24日 13卵ｍ 小現金一郎
相模湾海底定点における地球
世場長期変動の研犬

656 11月25日
35°01.00' N
139°2150’E

1445m 北里 洋
セジメント・ クォ ータ ー・ イ ン

ぷ辰 ご齠 の佃造 と生物活性

弱7 11月28日 jl旆ｍ 取 阻之助 岩 手 大 字
シロウリガイ群雇周辺の微生
物学的研究

6哺 11月29日 ｎ９?ｍ 中酉 正男
シロウリガイ群集域における
長期的な熱流量の測定・研究

659 11月30日 115汕 中塚 武
深海生物群梨の繿摶機爾に関
する地球化学的研究

弱0 12月１日 668m 一 色 竜也
サクラエビの遊球及びバｙチの
状態の目視観東及び深度による
分布密度計測

661 12月４口 1248m 山崎 叶雄 地質調 査 所 相樸海丘の地形・地質祠査

672
27°33.00' N
126°認00 ゛E

1390m 福本 俸
伊平屋両部こおける禦冰 瞬出
孔生物群集の生態調査

6?3 ５月口日 1398m 太田 秀
沖縄庵盆熱水噴出孔生物群集
の生態学的研文

674 ５月19日 1407m 田中 武男
両洋科学技術
セ ン タ ー

伊平翦海嶺熱水皿における熱水
地形と熱水友食の空間分布に関
する閼盜

675 ５月20日
27°33ぼN
126°580び Ｅ

1404m 日下部正志
海洋科学技術
ゼ ｙ タ ー

伊平屋海嶺熱水敏における物
賢循環に関する研究

676 ５月21日 1419m 田中 武男
海洋科学技術
セ ン タ ー

伊
平凧海喞熱水域における熱水
地形と熱水現象の空間分布に関
する調査

677 ５月22日
r °33.00゙ N

126°弱00 ゛E
j363m 木下 工高 東 海 大 学

伊平邑海欟痼水尽における間

隙水循環の時間変動の研究

Proc.  JAMSTEC Symp. Deep S ●ａ Res. （1913）
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通箕
潜航
潜 航
年 月 日

潜 航 地 点
最大
水深
潜航観察者 所 属 潜 航 目 的

678 14卜,0m 中魯 和夫 山 形 大 学
沖縄トラフ伊平 屋凹地熱水系
の地球化学的研究

679 ５月26日 13叨ｍ 中林 成人
海岸科学技碕
セ ン タ ー

伊
平皿海価叫水域における皿水
戝形と皿水現象の夕間分布に関
する肉恵

680 ５月31日 1283m 中村 光一 地 質 調 査 所
沖縄トラフの火成活勁と海底
熱水鉱床の形庇穣構の研究

卵1 ６月１日 1547m 中村 光一 地 質 調 査 听
沖縄トラフの火成活励と海庭
熱水鉱床の形成穣研の研穴

卵2 ６月３日
訝゜32.50' N

15L4m
コーネル・
デ・ロンド

地賢 調 査 所
沖縄トラフの火成活動と海底
熱水砿床の形成穣構の研究

683 ６月 ４日 1387m 青木 疋博 地 質 調 査 所
沖縄トラフの火成活動と海底
熱水砿床の形成樒構の研究

684 ６月20 回 1371m 渡辺 一樹
伊豆・小笠原弧の成因に閥す

る調査研究

鬩5 ６月22 回
X8°349 ′N
140°389 ′E

1374m 芝田 厚
伊豆・小笠原弧の海底火山の
成因に閧する閃査研究

鬩6 ６月跖日
26°ldorN
lj3°S5 びＥ

1303m 石井 邸秋
母鳥庵山の地質学的・岩石学
的研究

鬩7 ６月罸日 854m 臼井 朗 地 質 調 査 所
小笠深海台東海山のマンガン団

塊及びクラストに関する地質学
吋研究

鬩8 ６月28日 m7 叭 西村 昭 地 質 研 究 所
小笠原海合東海山のマｙがｙ団
糯画びクラストに関する地質学
的研究

鬪9 ７月１日 1379m 圸地矢恵子
掩洋科学杖術

セ ン タ ー

熱水噴出城における里初群集
の製察及 び倣生初の採取

690 ７月２日 13圀ｍ 佐藤 孝子
剛水唄出城における生物群集
の観察及 び徹生物の翼取

691 ７月４日 796m 藤倉 克則
海洋4恥茆技術

セ ン タ ー

海形海山の鬣り幺噴出孔生物群
集の生理・生藍に閥する研究

692 ７月５目
E
798m 藤倉 克則

海洋科学桂術
セ ン タ ー

海形両山の架pk 噴出孔生物群
集の生理・生態に閧する研究

693 ７月６日 口3m 声原 義弘
水曜海山の熱水噴出孔生物群
桑の生理・生艦に関する研究

694 ７月９日
諂o19.0びN

14rM.00 ’E
13Mm 石橋髄一郎 東 京 大 学

七曜海山列における海底熱水
活動の地球学的研究

叨5 ？月11卜 1261m 佃 二郎
両洋科学友術

セ ン タ ー

背弧凹地人山の火山喰世物の
調査

696 ７月12B 1361m リチャード・
フィスケ

スミソニアン
博 物 館

背弧凹地人山の火山噴出物の
調査

郤2

Proc. JAMSTEC  Symp.  Deep  Sea Res. (1993)



「しんかい6500」潜航記録一覧表
〔 第8回しんかいシンポジウム報告杏掲載
分以降一平成5 年7月まで。　　　　

〕

馴練･ テストを除く。

廼算

潜航

潜 航
年 月 目

潜 航 地 点
最大
水深
潜充l観察者 所 属 潜 航 目 的

152 3619m 蒲生 俊敬
卜Iリアナトラフ熱水噴出城の
地球化学鈞研究

153 11月９日
18°12.60' N
144°42.4び Ｅ

3630m 太田 秀 熱水生態系の生初学的研究

154 11月14 日 3602m Ｐ．ＲＯ元a Ｎ Ｏ Ａ Ａ
マリアナトラブ熱水鵯の温度
分布と地球化学的研究

155 11月15 阿
18° 12.80' N
144°42.40' E

3604m 工岡 迅 好高温敵生物の研究

156 11月16日 37X4m 柴田 吹夫 マリアナトラフ玄武岩類の岩
石学的研尖

157 11月跖日 ㈲83m 石井 卸狄
マリアナトラフ雨部の玄武岩
類の岩石鉱物学的研父

湖 11月27日 5730m F Fryer ハワ イ 大 学
マリアナトラフ南都の熱水噴
出峨の岩石の研究

159 Ｕ月９日 57匐ｍ Ｐ．ＦΓμ「 ハワ イ 大 学
マリアナトラフ南部の熱水噴
出城の岩石の研究

160 11月29日 3306m 中屋 隋恵
マリアナトラフ南部の為水噴
出城の地球化学的研究

161 11月30日
13°24.4びN

2314m L JohnSon
マリアナトラフ南部の凧水噴
出城の岩石学的研究

Proc.  JAMSTEC Symp. Deep S ●ａ flas. （IS93）
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